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第１学年道徳科学習指導案 

日 時 令和○年○月○日（○）○校時 

場 所 １年○組教室 

授業者 ○ ○ ○ ○ 

 

１ 主題名 やくそくやきまり 「Ｃ-(10)規則の尊重」 

 

２ ねらいと教材 

(1)  ねらい 

身近な約束やきまりは，みんなが安心して過ごすためにあることを理解し，しっかり守ろうとする

道徳的実践意欲と態度を育てる。 

 

(2) 教材名 

 「よりみち」（東京書籍 新しい道徳１） 

 

３ 主題設定の理由 

(1)  ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

  本主題は，小学校学習指導要領特別の教科道徳，内容項目Ｃ-(10)「規則の尊重」の「約束やきまり

を守り，みんなが使う物を大切にすること」を受けている。 

児童が成長することは，同時に所属する集団や社会を構成する一員として集団や社会の様々な規範

を身に付けていくことでもある。社会の法やきまりの持つ意義について考えることを通して，法やき

まりが，個人や集団が安全にかつ安心して生活できるようにするためにあることを理解し，それを進

んで守ろうとする意欲や態度を育てることが大切である。 

低学年の段階においては，まだ自己中心性が強く，ともすると周囲への配慮を欠いて自分勝手な行

動をとることも少なくない。 

そこで，身近な約束やきまりを取り上げ，約束やきまりはみんなが安心して過ごすためにあること

に気付かせることで，しっかりと守ろうとする意欲と態度を育てることが大切だと考え，本主題を設

定した。 

 

(2) 児童のこれまでの学習状況や実態 

学校生活にも慣れ，学校の約束やきまりを守ろうとする児童は多いが，なぜ守らなくてはいけない

のかまで考えて守っている児童は少ない。そこで，「がっこうにはね」の授業で学習した,自分が多く

の人に守られて生活していることを想起させ,自分だけではなく周りの人の思いにも気付かせながら，

なぜ約束やきまりを守ることが大切なのか考えさせたい。そして，約束やきまりはみんなが安心して

過ごすためにあることを理解した上で，しっかり守ろうとする道徳的実践意欲と態度を育てたい。さ

らに,「いのちがあってよかった」の授業で扱うで「自分の生命に対して愛情をもって育んできた家族

の思いに気付くこと」につなげていきたい。 
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 (3) 使用する教材の特質 

本教材は，友達に誘われて寄り道をしてしまった「わたし」が，探しに来た先生とお母さんの顔を

見て，自分の取った行動について考える話である。 

「わたし」は学校からの帰り道，友達のまりちゃんが子犬をもらったという話を聞き，早く子犬を

見たかった「わたし」は，まりちゃんの家に寄り道してしまう。遅い時間になってしまい，急いで帰

っているときに「わたし」を探しに来た先生とお母さんと会う。先生は「わたし」をだっこし，お母

さんの目には涙がたくさん浮かんでいた。 

自分を探しに来た先生とお母さんの様子を見た「わたし」の姿から，約束やきまりを守れないこと

がある現状や,約束やきまりは自分だけではなく，みんなが安心して過ごすためにあることについて

気付かせることができる教材である。   

 

(4) 指導観 

低学年の段階では，物語の主人公と自分を切り離して考え，強い正義感の基，「約束やきまりは守ら

なくてはいけない」と思う児童が多いと考えられる。 

そこで本時の指導に当たっては，導入場面で，日常生活にどんなきまりがあるのかを出させ,きま

りを守れなかったときのことを想起させることによって，本時の課題を自分事として捉え，問題意識

を持たせるようにする。展開場面では，先生とお母さんの気持ちを考えさせることで，自分と周りと

の関係を意識させる。さらに，涙目のお母さんの絵を見ながら「わたし」の気持ちを考えさせること

で，主人公と自分を重ね，きまりはみんなが安心して過ごすためにあることについて自分事として考

えさせたい。 

児童の学習状況を見取るために，座席表とワークシートを活用する。１年生の発達段階では，文章

で自分の思いを伝えるのが難しい児童も多い。そこで評価場面における児童の反応を予想し，記号化

しておくことで，児童の発言や反応からも見取ることができるようにする。また, 児童一人一人が授

業を振り返って,どのようなことが大切だと考えたのか見取るために,終末の段階でワークシートに

書く活動を取り入れる。 

  

４ 教材分析・発問構成 ・・・ 別紙 

 

５ 学習指導過程 ・・・ 別紙 

 

６ 他の教育活動との関連・・・別紙 
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（別紙）４ 教材分析・発問構成 
 

あらすじ     気付かせたい考え    発問        予想される反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生の行動

やお母さん

の 表 情 か

ら，きまり

を守る大切

さに気付か

せる。 

「わたし」は，先生に

だっこされ，お母さん

の目に涙がいっぱい

たまっていることに

気付く。 

「わたし」は，まりち

ゃんから子犬の話を

聞き，早く見たくなっ

て寄り道をしてしま

う。 

子犬を見た

い気持ちか

ら，きまり

を守れなか

った「わた

し」の気持

ちに気付か

せる。 

「わたし」は

どうして寄り

道したのです

か。 

「わたし」は

どうして動け

なくなったの

でしょう。 

・早く子犬が見たかったから。 

・友達に誘われたから。 

・犬が好きだから。 

・少しくらいなら寄り道しても

いいと思ったから。 

先生とお母

さんの姿か

ら「わたし」

が気付いた

点について

考 え さ せ

る。 

・だめなことをしてしまったこ

とに気付いたから。 

・きまりを破ってしまったか

ら。 

・お母さんや先生に心配をかけ

てしまったから。 

「わたし」は，自分を

探しに来た先生とお

母さんの顔を見て動

けなくなる。 

◎お母さん

の涙を見た

とき，「わた

し」はどん

なことを考

えていたで

しょう。 

・廊下を走ると怪我をしてし

まうから。 

・宿題をすぐにやらないと，

寝るのが遅くなって，次の

日，元気がなくなるから。 

・こんなに心配をかけるとは

思わなかった。 

・寄り道しなければよかった。 

・ごめんなさい。 

・きまりを守らないと誰かを

悲しませてしまうんだ。 

約束は何のた

めにあるので

しょう。 

先生とお母さ

んは，どんな

ことを考えな

がら「わた

し」を探して

いたのでしょ

うか。 

・「わたし」に何かあったらど

うしよう。 

・怖い思いをしていないかな。 

「わたし」

を探してい

た先生とお

母さんの気

持ちに気付

かせる。 
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（別紙）５ 学習指導過程                                  

 学習活動 ○主な発問(◎中心的な発問) 

●補助発問 ・児童の反応 

指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

５ 

分 

１ 本時のねらいとする道徳

的価値について問題意識を

持つ。     （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 （一斉） 

○学校やおうちには,どんな約

束やきまりがありますか。 

・廊下を走らない。 

・学校から帰ったらすぐ宿題を

する。 

○学校やおうちの人との約束

で守れなかったことはあり

ますか。 

・急いでいて，廊下を走ってし

まった。 

・遊んでいて宿題をやらずに怒

られてしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・約束やきまりを守れなくな

る気持ちに共感させる。 

 

 

 

展 

 

開 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 範読を聞き，話の内容を

理解する。    （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子犬を見たい気持ちか

ら，きまりを守れなかった

「わたし」の気持ちに気付

く。       (一斉) 

          

 

       

 

５ 「わたし」を探していた

先生とお母さんの気持ちに

気付く。     (一斉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「わたし」はどうして寄り

道したのですか。 

・早く子犬が見たかったから。 

・友達に誘われたから。 

・犬が好きだから。 

・少しくらいなら寄り道しても

いいと思ったから。 

 

〇先生とお母さんは，どんな

ことを考えながら「わた

し」を探していたのでしょ

うか。 

・範読の前に，登場人物につ

いて簡単に押さえ，内容を

理解しやすくする。 

・「寄り道」の意味と,寄り道

をしないことは学校の約束

であることを押さえる。 

・範読後に「わたし」は,寄り

道はしてはいけないことだ

と分かっていたことを押さ

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約束を守ることについて考えよう。 

好きなことに夢中になって

約束やきまりを破りそうに

なる人間の弱さを自分事と

して捉えさせることで，問

題意識を持たせる。    

(問)(自) 

導入を想起させ,「わたし」

が寄り道した気持ちを，自

分事として考えさせる。 

(自) 

「わたし」を探していた先

生とお母さんの気持ちを

考えさせる。    (多) 
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展 

 

開 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 先生とお母さんの姿か

ら，「わたし」が気付いた

点について考える。 

（一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 先生の行動やお母さんの

表情から，きまりを守る大

切さに気付く。  （一斉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「わたし」に何かあったらど

うしよう。 

・怖い思いをしていないか

な。 

 

 

 

 

 

 

○「わたし」はどうして動け

なくなったのでしょう。 

・だめなことをしてしまったこ

とに気付いたから。 

・きまりを破ってしまったか

ら。 

・もしかしたら自分が危ない目

にあっていたかもしれない

ことに気付いたから。 

・お母さんや先生に心配をかけ

てしまったから。 

 

◎お母さんの涙を見たとき，

「わたし」はどんなことを

考えていたでしょう。 

・こんなに心配をかけるとは思

わなかった。 

・寄り道しなければよかった。 

・ごめんなさい。 

・きまりを守らないと誰かを悲

しませてしまうんだ。 

・もう，絶対寄り道しない。 

 

 

 

●お母さんは，どんなことが心

配だったのでしょう。 

・「わたし」が危ない目にあって

いないかどうか。 

 

・「わたし」のことを大切に思

う先生とお母さんの気持ち

に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・きまりを守ることで，みん

なが安心して過ごすことが

できることに気付かせるた

めの補助発問を用意する。 

 

＜評価＞ 

先生とお母さんの気持ち

から，約束やきまりを守る

ことの大切さを考えよう

としていたか。 

(多)【話合い・発言・観察】 

目に涙が溜まったお母さ

んの絵を見せることで,

「わたし」に自分を重ねて

考えさせる。    (自) 

先生とお母さんの姿から

「わたし」が気付いた点を

「きまりを守らなかった

こと」「安全ではない行動

をしたこと」「心配をかけ

てしまったこと」など,複

数の価値から考えさせる。 

(多) 

＜評価＞ 

「わたし」を自分に置き換

えて,約束やきまりは何の

ためにあるのかについて

考えようとしていたか。 

(自)【話合い・発言・観察】 
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８ 約束やきまりを守ること

の大切さを,日常生活を振

り返って考える。 （一斉） 

 

〇約束は何のためにあるので

しょう。 

・廊下を走ると怪我をしてし

まうから。 

・宿題をすぐにやらないと，

寝るのが遅くなって，次の

日，元気がなくなるから。 

 

 

●約束を守れなかったら家族

や先生からどんなことを言

われますか。 

・だめだよって叱られる。 

●家族や先生はどうして叱る

のかな。 

・ぼくが怪我をしたら悲しい

から。 

 

 

 

 

 

・自分たちが約束やきまりを

守ってきた良さを再確認さ

せ，これからも守っていこ

うという意欲を持たせる。 

・約束やきまりを守れなかっ

たとき，お母さんや先生が

指導する理由を考えさせる

ための補助発問を用意す

る。 

 

 

終 

 

末 

 

10 

分 

９ 自己の生き方について考 

える。      (個人) 

○今日の授業を通して約束に

ついて考えたことを書きま

しょう。 

・約束はみんなが安心するため

にあることが分かりました。

これからもちゃんと守りた

いです。 

・約束を守れないこともあった

けれど，お母さんを悲しませ

ないためにも，がんばって守

りたいです。 

 

 

 

 

 

・約束やきまりは何のために

あるのかについて本時で考

えたことを振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約束やきまりは何のために

あるのかについて書かせる

ことで，自分の生活を振り

返り，自己の生き方につい

て考えを深めさせる。(生) 

＜評価＞ 

約束やきまりは何のため

にあるのかついて，自分と

の関わりで考えようとし

ていたか。 

(自) 【ワークシート】 

導入で出した身近な約束

やきまりを振り返り,何の

ためにあるのか一つ一つ

具体的に考えさせる。(自) 
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【評価】 

＜児童の評価＞ 

・先生とお母さんの気持ちから，約束やきまりを守ることの大切さを考えようとしていたか。 

(多) 【話合い・発言】 

・約束やきまりは何のためにあるのかについて，自分との関わりで考えようとしていたか。 

(自) 【ワークシート】 

＜教師側の授業評価＞ 

・先生とお母さんの気持ちから，約束やきまりを守ることの大切さを考えさせることができたか。 

(多) 【話合い・発言・観察】 

・発問や補助発問を通して，約束やきまりは何のためにあるのかについて自分との関わりで考えさせ

ることができたか。                       (自)【話合い・発言・観察】 

  

【板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 他教科との関連 

 

 

【準備物】 

  教師：教科書，人物絵，ワークシート 

  児童：教科書，筆記用具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたし 

まりちゃん 

  

 

 

                                                                

                                                       

                                                          

 

○
月
○
日
「
よ
り
み
ち
」 

や
く
そ
く
を
ま
も
る
こ
と
に
つ
い
て

か
ん
が
え
よ
う
。 

や
く
そ
く 

ろ
う
か
を
は
し
ら
な
い
。 

か
え
っ
た
ら 

す
ぐ
に 

し
ゅ
く
だ
い
を
す
る
。 

「わたし」

が子犬を見

ている挿絵 

し
ん
ぱ
い
を
か
け
な
い
。 

あ
ん
ぜ
ん
。 

み
ん
な
が
き
も
ち
よ
く
。 

う
ご
け
な
い 

な
に
か
あ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
。 

こ
わ
い
め
に
あ
っ

て
い
な
い
か
な
。 

お母さん

の 

挿絵 

「
わ
た
し
」
を
さ
が
す 

せ
ん
せ
い
と
お
か
あ
さ
ん 

な
み
だ
が
い
っ
ぱ
い 

よ
り
み
ち
し
な
け

れ
ば
よ
か
っ
た
。 

ご
め
ん
な
さ
い
。  

こ
い
ぬ
み
た
い
な
。 

す
こ
し
く
ら
い
な
ら 

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。 

「わた

し」の 

挿絵 

よ
り
み
ち 

 
だ
め
な
こ
と
し
ち
ゃ
っ
た
。 

し
ん
ぱ
い
か
け
ち
ゃ
っ
た 

ご
め
ん
な
さ
い
。 

よ
り
み
ち
し
な
け
れ
ば

よ
か
っ
た
。 
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（別紙）６ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他の教育活動 

・学級活動 

・休み時間 

・登下校 

他の教育活動 

・学級活動 

・休み時間 

・登下校 

小学校１年 道徳 

【やくそくやきまり】 

「よりみち」 

・身近な約束やきまりは，みんなが安心し

て過ごすためにあることを理解するこ

と。 

小学校１年 道徳 

【いのち】 

「いのちがあってよかった」 

・自分の生命に対して愛情をもって育ん

できた家族の思いに気付くこと。 

 

小学校１年 道徳 

【おせわになっているひと】 

「がっこうにはね」 

・世話をしてくれる人々の善意に気付く

こと。 


